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◇表紙写真説明◇

HMDを用いた臨場型遠隔映像システム
写真提供：大成建設㈱

T-iROBO Ⓡ Remote Viewer は人が立ち入れない作業環境や，操縦者が現地に出向けない状況で，遠
隔地から重機操作が可能となる臨場型遠隔映像システムである。重機に設置した左右 2 台のカメラで周
辺の広範囲な様子を撮影し，無線でヘッドマウントディスプレイ（HMD）に送り，パノラマ映像を操
縦者に表示する。操縦者は，実際に搭乗した感覚で遠隔操作できるので，作業性の向上が期待され，無
人化施工の遠隔操作に適用されている。
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